
1 脳神経科学…脳の機能を計測して⼼の働き・認知を物質的基盤から研究 
 
 

応⽤例. 
BMI…脳とその外部にあるコンピューターや機械を結びつけて情報を
やりとりする。⼊⼒型と出⼒型がある。この⼆つを合わせて、⾝体を媒
介せずに脳と外界が情報をやりとりするのが IBIT。少⼦⾼齢化による
⾼齢者の介護や⾝体障害者の介助等に応⽤が期待。 
⼈間理解の深化…⼈間の認知活動を担う⾃動的潜在的な認知システム
と熟慮的意識的認知システムのうち、⽼化により後者が衰退し意思決
定や記憶を制御できなくなった際の対策に必要な理解を深める。 

 
新たな⼈間観の利益と害(思想的影響がある). 
⾃由意志の存在を否定し、責任、賞賛、⾮難、法的処置の妥当性を揺る
がすかもしれない。 
⼀⽅で、それに適応した、より合理的な刑事司法制度を作る必要性も産
む可能性がある。 
 
脳神経科学リテラシー…社会⽣活に深く関連している脳神経科学の知
⾒の理解とそれに基づく判断能⼒。脳神経科学は思想的な影響⼒を持
ち、社会にもたらす結果が予測しにくい。専⾨家には慎重さが求められ
るし、⼀般の⼈々も、ある応⽤がなぜ必要なのか、社会に及ぼす影響は
どんなものかなどを理解し、時には意思表明をする必要がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



2 知覚・変化の⾒落とし 
 
 ⽤語. 
 サッカード…眼球が頻繁に⾏っている急速な運動。 
 変化盲…環境変化の⾒落とし。サッカードやまばたきに合わせて変化 

があった場合や、閃光によって⼀時遮蔽された際に起こる。ゆっくりと
した変化でも発⽣。 
不注意盲…変化が起こる場所とは別の場所に注意を引き付けられ、⽬ 
の前の変化を⾒落とすこと。 
 
変化盲の原因. 
⼈間は動きのあるものにまず注意を向け、じっくりと観察して環境の 
変化を⾒つける。したがってその過程を妨害されたり、変化がゆっくり 
だと気づくことができない。 
 
脳の視覚メカニズム. 
視覚刺激は電気信号に変えられ、後頭葉にある⼀次視覚野に送られる。 
その後⼆⼿に分かれて脳の前⽅に向かう。 

腹側路…側頭葉を通るルート。事物の⾊や形、性質、カテゴリ
を認識する。視覚対象を視野の中⼼に捉えた時よく機能する。 
背側路…頭頂葉を通るルート。物体の動きと、それに対する注
意と眼球運動を制御。視野の周辺部でもよく機能する。 

サッカードで広範囲の環境状況の把握に努める⼀⽅で、何か動きがあ
ればそちらに注意を向け、視野の中⼼に置くことで状況を詳細に把握
できる仕組みになっている。背側路と変化盲の関係が⽰唆。 
 
 
 
 
 
 

 



 変化盲の実験 
  機能的磁気共鳴画像法(fMRI)…⽬を動かさないように指⽰し 

た上で被験者の視野左右に⼈の顔のペアを映し、短時間の中
断を挟んでペアを再度映す。この時全く同⼀の場合と⽚⽅だ
け変化してる場合がある(⽬を動かさないようにしたのは⽬
を動かす脳機能の影響を抑えるため)。この時活動した脳部位
を fMRI で検知する。 

   結果…⾃覚的に変化に気づいた際は背側路が活動。 
   

経頭蓋磁気刺激法(TMS)…TMS を⽤いて調べたい部位に刺 
激を与え抑制または促進することで能⼒に変化があるか調べ
る⽅法。 

  結果…右半球の頭頂葉と前頭前野背外側部を抑制し 
た際変化の検出率が低下。 

 
 不注意盲・変化盲の⽇常⽣活に及ぼす影響の実験 
  着陸時のフライトシミュレータにおいて突如横から別の⾶⾏ 

機が接近。 
  結果…気づけない操縦⼠がいる。 
 軍事作戦のモニターが⼀度消え変化して再表⽰。 
  結果…変化を指摘できなかった⼈がいる。 
 道案内をしてる最中に質問者が別⼈に⼊れ替わる。 
  結果…気づけない⼈が多い。 
 
変化盲・不注意盲の対策 
 脳機能に依存しているので鍛えるのは難しい。変化盲の起き 

にくいデザインを作る(視野中⼼に情報を集めるなど)。 
 
 
 
 
 



3 偽記憶 
 ⽤語. 
 偽記憶…思い出した事柄が、実際に起こった事柄と異なっていること。 

嘘をついているわけではない。 
記憶…記銘・保持・想起の三つの過程に分けられる。この段階の独⽴あ 
るいは複合のミスで偽記憶が起こる。 
 顕在的記憶:思い浮かべられる記憶。 

エピソード記憶…⾃分が実際に体験した過去に関す 
る記憶。 
意味記憶…世界についての事実に関する記憶。 

 潜在的記憶:思い浮かべられない記憶。 
  ⼿続き記憶…⾝体に根ざした技能に関する記憶。 
⻑期記憶…⻑期間にわたり保持される記憶。 
ワーキングメモリ…なんらかの⼀連の作業に必要な記憶であり、⽐較 

的短期間保持されたのち減衰する。⻑期記憶とワーキングメ 
モリは独⽴した記憶システム。 

 パソコンと⼈の記憶の類似点と相違点. 
 類似点…⻑期記憶とワーキングメモリに対応するものがある(⻑期記 

憶:ハードディスク、ワーキングメモリ:キャッシュ、メインメモリ)。 
相違点…記憶を担う物質的基盤、および情報の最⼩単位。⼈間はニュー
ロン群の発⽕パターンで記憶するが、パソコンはビットごとの 0,1 で記
憶。 
ヒトの記憶. 
ニューラルネットワーク…ニューロン同⼠がシナプスで繋がってネッ
トワークを形成。学習によって実現される記憶の変化は、このネットワ
ーク状態の変化。この時のシナプスの結びつき具合を保存=⻑期記憶。
呼び出すときに知覚や情動の影響を受けて不安定に読み出される=不
正確。 
シナプス可塑性…シナプスが結びつきを強めたり弱めたりしてニュー
ラルネットワークの状態を変化させること。 
シナプスの⻑期増強…近接するニューロンが同時に発⽕してシナプス
の結びつきを強め⻑期記憶の基盤とすること。 



偽記憶の実験. 
DRM パラダイム…意味的に連関している単語を聞かせる。次
に提⽰された単語、提⽰された単語と意味的に連関のある新
単語、連関のない新単語を提⽰。最初に聞いたと思う単語を回
答させる。 

結果…意味的に連関のある新単語を聞いたと回答す
る⼈が多い。→意味ネットワークが偽記憶の発⽣に
影響。 

DRM パラダイム+fMRI…記憶が意味情報と感覚情報に分け
られ別々の領域に記憶されていると考えた上で DRM パラダ
イムを使った偽記憶検出実験。 

結果…海⾺前部が意味情報、海⾺傍回後部が感覚情
報に反応。 
阿部の実験…嘘検出と偽記憶検出を合体。右海⾺前
部が反応。 

 偽記憶研究の問題点. 
⽇常的な場⾯では⼀回限りの経験の記憶の真偽について判定
を求められるが、偽記憶研究の結果は複数回の試⾏を⾏いサ
ンプルたちの平均をとることで得られたものであり、そのま
ま⽤いることはできない。 
脳神経科学の実験は⽇常からかけ離れた⾮⽇常的環境で⾏わ
れているので、⽇常的な⽣活に即して利⽤することはできな
い。 
将来的に⼈の記憶を⾒て偽記憶を指摘することで⽣じる⼈間
観の変化の可能性。 

 ⽇常記憶の⼼理学研究. 
記憶は実際に体験された出来事の記憶に外部の情報が付け加
わって再構成された混合物である。By ロフタス 

実験:⾞の事故映像を⾒せた後にどれくらいの速度だ
ったか”hit”, ”smash”の⼆つの表現で質問。後者の⽅
が⼤きい速度を回答。 
⽇常⽣活に根ざしたアプローチ。 



4 ⾃由意志 
 無意識的な⼼的過程の役割. 

単純提⽰効果…ある対象を繰り返し提⽰することでその対象
への好感度が増す。 

実験:架空の単語を、回数を変えて提⽰し、その好ま
しさを尋ねる。 
 結果:多く提⽰されたものほど好ましい。 

位置効果…対象の位置によって私達が何を選好するかが変化
する。 

実験:同⼀のストッキングを⼀列に並べて、どれを⼀
番品質が良いと思うか尋ねる。 
 結果:右に置かれたものほど⾼品質と回答。 

 →意思決定には無意識的過程が⼤きな役割を果たし、かつ私達はその 
無意識的過程の存在とメカニズムを理解していない。 

 リベットの実験…被験者の⽬の前に時計を置く。盤⾯の周囲を光点が 
回っている。好きなときに指を曲げ、その時の光点の位置を報告する。
その際準備電位と⼿⾸の筋電位を計測する(準備電位:運動の前に補⾜
運動野で⽣じる負電位変化)。 

結果…準備電位の発⽣、⼿⾸を曲げようという被験者の意志
の⾃覚、⼿⾸の運動の順になされた。 
→意識的に意志する前に無意識な脳の活動が始まっていた? 

リベット⾃⾝の解釈:意図は無意識な過程の産物だとしても、その中に
不適切な意志があればこれに拒否権を⾏使でき、その点で消極的とは
いえ未だ⾃由意志がある。 
他の批判:意識的な拒否権の発動も無意識な脳の活動の産物だとすれば
⾃由意志は存在しないことになる説、準備電位の⽣起は意志の成⽴に
他ならずそれを⾃覚するまでのタイムラグである説、網膜に届くまで
や知覚と意志を司る脳部位間の連携にかかる時間による誤差である説、
⽇常的な⼀般の⾏為にも適⽤できるのか説など。 
→リベットの実験が⾃由意志に対してどんな意味を持つかはわからな
い。 
 



ウェグナーの⾃由意志錯覚論. 
意識的な意志が⾏為を引き起こしているというのは錯覚だと
いう考え。 
錯覚が⽣じるための条件…意志が⾏為に先⽴っていること、 
意志の内容と⾏為が整合的であること、意志以外に⾏為の原
因が⾒当たらないこと。 

 実験…⼆⼈⽻織実験。 
結果…条件のうち上⼆つを満たしている時、馴化に 
よる⽪膚伝導反応の低下が最も⼩さくなる。 

ウェグナーの主張:これは例外的な状況ではなく⼀般に成り⽴
つ。⾃由意志は否定されないものの、主観的なものである(事
実上の否定主張)。 
 

 ⾃由意志が存在しないとした場合の影響. 
  ⾃分の⾏為に対する責任がなくなる。 
  他⼈の⾏為に対する感情の⽣起が不当になる。 
  ⾃分の将来について計画を⽴てることが無意味になる。 
 
 ⾃由意志の存在を論じるためには. 
  ⾃由とは何かを明確に定義しなければ始まらない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



5 意思決定と薬物依存 
 意思決定:潜在的無意識的な判断と顕在的意識的な判断が独⽴して並⾏ 

して⾏われている。 
実験:⼆枚⼀組の異性の写真の中から好みの⽅を選ばせ、理由を答えさ
せる。何回かに⼀回、選んでない⽅を提⽰して理由を答えさせた。 
 結果:かなりの被験者が気づかずに理由を答えた。 
 →無意識的な理由と意識的な理由は必ずしも⼀致しない。 
実験:⼆枚⼀組の異性の写真を継時的に提⽰、後半の提⽰の後どちらが
好みかを尋ねる。最終的に好ましいと判断した写真を⾒た時の前後半
の活動脳部位を fMRI で調べる。 

結果:前半では側坐核が活動、後半では内側前頭眼窩野が応答。 
→側坐核は無意識の選択、前頭前野は意識的理由づけに関係。 

 薬物依存においては、やめなければとわかっていてもやめられない 
 →無意識の意思決定と意識の意思決定の葛藤。 
 
 ⾃制⼼に関する実験. 

ダイエットを志している被験者に健康に良いかどうか、おい 
しさの観点から⾷品を評価させ、その結果両⽅の観点で「どち
らでもない」と答えたものを準拠⾷品として他の⾷品と⽐べ
させ、どちらを選ぶか尋ねる。その際に fMRI で脳部位を観察
する。 

 結果:DLPFC が VMPFC の活動を調節して欲求を抑えた。 
 →⾃制⼼の役割を担っている脳部位の特定。 
報酬と時間割引率. 
 報酬の価値はその報酬が得られるまでの時間が⻑くなるほど 

減衰する。双曲関数モデルと指数関数モデルがあり、前者では
⼆つの異なる価値の報酬について価値の逆転が起きる。選択
がちょうど変わる点を主観的等価点という。 
実験:時間割引率を反映した報酬価値を⽰す部位の fMRI 特定 

結果:短期のものを情動回路、⻑期を認知回路という。 
薬物依存者:時間割引率が⼤きく、短期的な報酬の価値の⽅が
⾼い傾向にある。 



⼈間は⾃分の⼼の中を完全には制御できない。なぜ薬物に⼿
を染めたり、そこから抜け出せなくなるか? 

→⾃制⼼の働きの低下(興味本位から⼀度体験して
ハードルが下がる)や、薬物の使⽤に伴う時間割引率
の変化など。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



6 道徳の理性主義と感情主義 
 どういうことが道徳であるかは知っているが、道徳とはなんであるか、 

他の概念との境界はなんであるかは知らない。 
 
 哲学の道徳理論・理性主義. 

功利主義…最⼤多数の最⼤幸福を実現する⾏為が道徳。幸福 
は「質」と「量」の観点から測られる。その判断は⼈間の理性
によってなされる。 
義務論…功利主義の否定。理性によって判明する道徳法則を
遵守することが道徳であり、その際⾏為のもたらす結果は考
慮しない。 
 Ex:⼀⼈を殺して五⼈に臓器移植することは道徳的で 

はない(←最⼤多数の最⼤幸福を満たすが⾮道徳的)。 
徳倫理学…普遍的な道徳原理は存在せず、⾏為者の理性の発
揮である道徳的卓越性によって個々の場⾯ごとに道徳的⾏為
は定まる。 

  
 発達⼼理学の段階説・理性主義. 
 ⼦供が道徳を⾝につけるプロセスを観察して理論化。 
  ピアジェの段階説…発達段階が上がるにつれて、他律の道徳 

から⾃律の道徳に移⾏。道徳判断の根拠が⾏為の結果から動 
機へ移⾏。理論的判断⼒と道徳的判断⼒には相互性がある。 
コールバーグの３レベル６段階説…ハインツのジレンマとい 
う問題への回答を通して発達段階を調査。レベル 1 では個⼈
的な結果を、レベル 2 では道徳的慣習を遵守することを、レ
ベル 3 では道徳的慣習の背後にある原則や慣習を理由にする
ようになる。これらは⽂化的制約を超えて普遍的なものであ
り、道徳性の発達は理性の発達とみなすことができる。 
 
 
 
 



 脳神経科学の知⾒・感情主義. 
  ゲージとエリオットの例:VMPFC に損傷を負ったのち、認知 

的障害がない⼀⽅で感情が平板になり、道徳的規範にしたが
って振舞えなくなった。→VMPFC が感情と道徳に関係? 
 
VMPFC が媒介する感情が道徳判断に影響を与えるならば、
感情負荷が⼩さい場⾯(⾮⼈⾝的ジレンマ)では健常者と同じ
判断を、⼤きい場⾯(⼈⾝的ジレンマ)では健常者が躊躇する判
断を下せる? 

実験:道徳内容を持たないジレンマ、⾮⼈⾝的で道徳 
的内容を持つジレンマ、⼈⾝的で道徳的内容を持つ
ジレンマを提⽰、回答させる(例:暴⾛トロッコ)。 

結果:⼈⾝的ジレンマでも VMPFC 損傷者は
躊躇せず是認。→VMPFC の媒介する感情は
道徳的判断に影響与える。 
 

実験:容易なジレンマ(⼈⾝的ながらも功利性がそれ
ほどない)と難しいジレンマ(⼈⾝的で⼀定以上の功
利性がある)で回答させる。ここで功利性とは最⼤多
数の最⼤幸福を実現するもの。 

結果:難しいジレンマでは健常者や他の部位
損傷者に⽐べ⼀貫して是認。 
→VMPFC 損傷者は功利性という社会的道
徳規範を持ち、他者を犠牲にすることへの
否定的感情は⽋如、⼀⽅で功利性が⼩さい
(けれども確かにある)場合は健常者と同じ
判断。 
→VMPFC は社会的感情を媒介している。 

 道徳感への影響の可能性. 
  モラル・ハンスメント(道徳能⼒の増強) 
  治安・就職・政治への応⽤ 
  ⼀⽅で⼈々がこうした社会を望むかどうか 



7 信頼 
秩序問題(ホッブス問題)…もし⼈間が合理的経済⼈ならば、なぜ⾃⼰利
益の最⼤化に邁進するのではなく、お互い協⼒をするのか 
相互不信を抱き続けるのはコストが⼤きく、⼀⽅で交換は⻑期的にみ
て利益になるから? 
社会的交換理論…合理的な⼈間の間で社会的交換が成り⽴つかを考え
る。 
交換における囚⼈のジレンマ…理論上、⼀回限り⼆者間の交換では交
換を選択しないほうが合理的である。無限回⼆者間の交換がなされる
場合は、応報戦略をとり、交換関係が安定化する。 

応報戦略…初回はとにかく協⼒し、2 回⽬以降は前回相⼿がと
った⾏動を模倣する意思決定法。 
しかし、実際の社会に近い多数の⼈間の多⽅⾯交換関係にお
いて応報戦略は⾮協⼒⽅向に強まる。 

分業の安⼼ゲーム…交換ではなく共同作業とすると、相⼿が協⼒する
なら協⼒、相⼿が⾮協⼒なら⾃分も⾮協⼒となるのが合理的となる利
得構造をもつゲーム。三⼈以上でも成り⽴つ。→分業については社会で
交換関係が成り⽴つ根拠がある。 
現実では、⼀回限りの囚⼈のジレンマでも協⼒を選ぶ(なぜか?)。 

裏切り者に罰を与えたり協⼒に報酬を与える賞罰システムの
存在? 
→しかし罰が存在しない実験においても協⼒した。 
⼈間には裏切り者検知モジュールと社会的交換ヒューリステ
ィックスが備わっている。 

社会的交換ヒューリスティックス…社会的交換の場
⾯で積極的に交換に応じようという認知メカニズム。 

→相⼿が信頼に⾜ると思えば協⼒、判別がつかないときはと
りあえず協⼒してそのあと⾒極める。 
社会的ヒューリスティックスは、囚⼈のジレンマを安⼼ゲー
ムの利得構造だと歪めて認知させる役割がある。 

→⼀回限りの囚⼈のジレンマであれ、相⼿が協⼒す
る限りは協⼒するようになる。 



オキシトシン…ラットの実験で⺟⼦関係やつがい関係などの社会的結
びつきの形成に関与してることが判明。 

実験:オキシトシンを吸⼊したグループと偽薬を吸⼊したグル
ープとでそれぞれ信頼ゲームをやる。 

信頼ゲーム:投資者が運⽤者に資⾦を提供すると、運
⽤者はその額の三倍を⼿にすることができる。その
後運⽤者は任意の額を投資者に返還する。 
未知の相⼿との⼀回限りの信頼ゲームは罰も存在し
ないので、相⼿への信頼だけに基づいていると考え
られる。 
もし合理的経済⼈ならば、運⽤者も合理的に⾏為し
返還⾦はされないと判断して、投資はしないはず。 

結果:どちらのグループも投資と返還を⾏い、
オキシトシンのグループでは投資額が⼤き
かった。 

→オキシトシンは信頼を強める効果があるか、もし
くは向こう⾒ずな判断をさせる効果がある? 

実験:運⽤者をコンピューターに変えて信頼ゲームを⾏う。投
資者は相⼿が⼈間ではないことを知っている。 

結果:オキシトシンと偽薬のグループで有意な差はな
かった。 
→オキシトシンには信頼を⾼める機能がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



8 マインド・リーディング 
 イメージング技術…脳のあり⽅を知るための技術 
  構造的イメージング技術…脳の形状を計測するもの 

CT…放射線ぶっかけて断⾯図得る。デメリット:分解
能がそれほど⾼くない上に、⼈体に放射線かけなけ
ればならない。 
MRI…電磁波かけて作る。脳全体の三次元画像を作
るのに 15 分かかるが空間分解能は 2~3mm^3。 

  機能的イメージング技術…脳の活動を計測するもの 
微⼩電極挿⼊…神経細胞の興奮を直接計測。デメリ
ット:頭蓋⾻に⽳開ける、ごく⼀部しか計測できない。 
EEG(脳電図),MEG(脳磁図)…電気的・磁気的変化を
計測。時間分解能が約 1 ミリ秒で⾮常に⾼い。直接
的な計測ができる。しかし空間分解能が低く、局所的
な部位が計測できない。表⾯近くしか計測できない
し、ノイズを受けやすい。 
PET…放射性同位体で糖代謝の変化を計測。深部を
含めた脳全体の活動を計測できる。しかし空間分解
能、時間分解能がそれぞれ低い(10mm^3, 1 分)。 
fMRI…物質の磁化率の違いを利⽤して⾎液流の変化
を計測。脳の構造画像を同時に得ることができる、深
部を含め全体を計測できる、空間分解能と時間分解
能が⾼い(2~3mm^3, 数秒)。 

脳活動の直接計測ではなく、分解能も完全ではない以上、安易
にこれらの結果を信じ込むのは NG。 

 虚偽検出. 
  従来の虚偽検出の⼿法 

ポリグラフ…被験者の呼吸、脈拍、⽪膚伝導反応の計
測。 
→正確さ、判定の客観性、対抗戦略の存在に問題あり。 

  イメージング技術を⽤いた虚偽検出の⽅法. 
脳指紋法…重要な意味を持っていたり、珍しかった



りする情報に接した時に⽣じる P300 という事象関
連電位を⽤いて虚偽検出する⽅法。 

実験:第⼀段階として被験者にある与えられ
たシナリオに沿って⾏動してもらう。第⼆
段階では、与えられたワード群に第⼆段階
で指定されるターゲットワードがあった場
合報告してもらう。このワード群には第⼀
段階で登場したキーワードも含まれている。
第⼀段階のワードを⾒た時、他のワードを
⾒たときと違い P300 が検出されれば、それ
は被験者が知っている、あるいは特別な情
報を持つワードであるということである。 
 結果:P300 が検出。 
有罪知識テストとして広く利⽤されている。 
注意点:嘘そのものを検出しているわけでは
なく、また被験者にとって別の意味で重要
である場合にも P300 が⽣じる可能性があ
る。 

   fMRI の虚偽検出の可能性. 
    有罪知識テストを fMRI の観点から計測。 

実験:被験者はトランプカード⼀枚
を渡される。そのあと「このカード
はあなたが渡されたカードか」全
てのカードについて問われる。隠
し切れれば報酬が与えられるが、
⾃分のカード以外で嘘をつけば報
酬はない。本当の「いいえ」と嘘の
「いいえ」とで脳部位の活動に差
はあるか?  
 結果:前帯状回~上前頭回 

→正直に答えるのが脳に
は⾃然。 



9 ブレイン・マシン・インターフェイス(BMI) 
BMI…機械・コンピューターを脳と直接結びつけてコントロール・相互
作⽤させる技術。 
 侵襲型 BMI…脳に電極を刺すタイプ 

ラットの実験:準備段階として、ラットにレバーを引
けばロボットアームが動いて⽔を汲んできてくれる
ことを学習させる。これに並⾏して脳に差し込んだ
電極から、レバーを引くときのラットの脳予測信号
を記録する。次の段階ではレバーとロボットアーム
の接続を切った上で、ラットが予測信号を出した時
に回路を通じてロボットアームが動くようにする。 

結果:ラットはレバーを引かずにロボットア
ームを動かせるようになった。 
→BMI を通して第三の腕を獲得。 

⼈間の実験:四肢⿇痺の被験者を使って、電極を刺し
てカーソルを動かしてもらう。 

結果:考えるだけでカーソルが動かせるよう
になった。 

侵襲型の問題点:操作の不安定性(メカニズムが不完
全な解明)、⼈体負担→技術的な問題 

  ⾮侵襲型 BMI…頭蓋⾻の外側から計測するタイプ 
fMRI を⽤いた BMI:運動情報のデコーダを学習した
のちに、fMRI で脳の神経情報を計測し、それに合わ
せた運動をロボットアームに⾏わせる。 
 メリット:安全性が⾼い、直ちに使⽤可能 
 課題:装置の⼩型化、時間的ズレの縮⼩ 

統合型 BMI…脳から機械への出⼒に加え、機械から脳への⼊
⼒を⾏う。これによって操作の精密性を⾼める。 

 
 
 
 



10 精神疾患 
うつ病、統合失調症、アルツハイマー等の精神疾患は多くの⾃殺者と経
済的損失をもたらしている。 
 
精神疾患に対する誤解. 
⼼と⾝体は別個の存在であるから、その治療は⾝体的病気に対するも
のとは違うものが有効である。 
精神疾患の原因は⽣物的なものではない。 
→精神疾患は本⼈の精神の脆弱さが原因である(?)。 
 

 今⽇的な考え⽅. 
精神疾患の原因は脳の異常であり、⾝体的病気と本質的な違いはない。
具体的には、広範囲調節系に異常が⽣じた時精神疾患になる。 

広範囲調節系…神経細胞のネットワーク。脳の様々な部位の
働きを調節する働きを持つ。 
→調節系を正常に戻すことが治療につながる。 

うつ病…集中⼒の低下、気⼒の減退をもたらす。遺伝的要因と環境要因
がある。 
モノアミン⽋乏仮説…広範囲調節系で神経伝達物質として使われるモ
ノアミン類が⽋乏して調節系が働かなくなり、うつ病を発症させると
いう仮説。現在使われている抗うつ薬は、モノアミン類を神経伝達に使
う調節系を正常に戻すアプローチを取っている。 

Ex).シナプスに再取り込みされた後に酵素分解されることを
防ぐ抗うつ薬、シナプスに再取り込みされること⾃体を防ぐ
抗うつ薬。 
副作⽤:神経系全体に効果が及ぶため、うつ病の原因となって
いない脳部位の働きにも影響を及ぼしてしまう。 
→抗うつ薬の作⽤をさらに限定的にする等の対策 

課題:⾊々な調査の結果、うつ病は単なるモノアミン類不⾜だけでは説
明できない部分がある。 

Ex).⼈によって効く抗うつ剤に違いがある、死者の脳でモノア
ミンが不⾜してない場合がある等 



精神疾患を脳の異常とみなす考え⽅の問題点. 
不⼗分な知識で治療を⾏うリスク 

脳深部刺激等の患者負担の重い治療をメカニズムの
完全な判明なしに⽤いて良いのか 
脳深部刺激…管理された電気刺激を脳に与える⼿法。 

脳の故障に過ぎないという考えの蔓延 
抗うつ薬さえ飲めば良いと⾔って環境要因の改善が
おろそかにされる可能性 

個性と病気の区別の難解化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



11 スマートドラッグ 
 スマートドラッグ…知的な能⼒を⾼める薬。 
 エンハンスメント…⼈間の能⼒の強化・増強のこと。 
 エンハンスメントは治療と対⽐することができる。 
 リタリン…元々ADHD の症状を抑える薬。ADHD は集中⼒の低下を 

症状としてもつ。→集中⼒をあげるスマートドラッグとして使⽤でき
るのではないか? 
リタリンのメカニズム. 

ドーパミンのシナプス伝達において、受容体に取り込まれな
かったドーパミンを再取り込みしようとするドーパミントラ
ンスポーターの働きを阻害し、ドーパミンの伝達を助ける(神
経伝達物質の効果を促進するものをアゴニストと呼ぶ)。 

 健康な⼈のリタリン服⽤実験. 
リタリンを服⽤した群と偽薬を服⽤した群にそれぞれ計算課
題(報酬あり)と中⽴課題(報酬なし)を解いてもらう。その間
PET で⼤脳基底核のドーパミン量の変化を計測する。さらに
被験者にそれぞれの課題中の興味関⼼動機付けを語ってもら
う。 

結果:報酬あり&リタリン服⽤のグループがドーパミ
ン増えていた。動機付けも強いと報告。 
→リタリンは報酬がある状況でドーパミンの量を増
加させ、興味・動機付けを強化する。その結果として
集中⼒も強化される。 

 課題. 
上記の実験は⾮⽇常的状況での少⼈数での実験であり、現実
的な場⾯で通⽤するかは不明 
医師の処⽅のもとでの服⽤ではない場⾯で未知の副作⽤が⽣
じる可能性がある 
リタリンには依存性がある 

懸念:⾼価なスマートドラッグの登場による格差の拡⼤、薬物的資源の
不適切な分配、エンハンスメント社会到来による競争の激化・服⽤しな
い⾃由の侵害 



13 加齢 
 ⾼齢者を標的とした悪徳商法や振り込め詐欺が横⾏している 
 加齢による前頭葉、海⾺、線条体の萎縮が記憶と意思決定に⼤きな影響 

を与え、⾼齢者が詐欺被害に遭うのを助⻑しているのかもしれない。 
加齢によって情報源や信頼性に関する記憶能⼒が低下している可能性。 
 
実験：健常な若年群と⾼齢者群に広告をその真偽とセットにして次々
と⾒せ、30 分後と 3 ⽇後にその真偽について回答してもらう。このう
ち、⼀度だけ登場する広告と三回登場する広告がある。 

結果:虚偽広告を正しい広告だと判断する⾼齢者の割
合が⼤きかった。3 ⽇後の場合はさらに、三回登場し
た虚偽広告の⽅が⼀度だけ登場した広告よりも正し
いと誤認する割合が⼤きかった。 
→真実の幻影効果:⾼齢者が虚偽広告を思い出す時、
それを正しいと勘違いする傾向があること。 
ソース・モニタリング:記憶に関する⼆次的な情報(⽂
脈的情報)。この能⼒が低下しているので真実の幻影
効果が⽣じる。3 ⽇経ってこの効果が⼤きくなってい
る。 
→悪徳商法に引っかかりやすい。 

広告と真偽をセットにせず、最後にその広告を表⽰するとき
に真偽を添える。確認のテストは 20 分後に⾏う。 

結果:20 分後にもかかわらず、虚偽報告を正しいと判
断する割合、特に三回提⽰されたものについて⾮常
に⼤きかった。真実の幻影効果が強く現れたとも⾔
える。 
→真偽が曖昧な情報は繰り返し接触すると短時間で
も正しいと思い込んでしまうようになる。 
→オレオレ詐欺に引っかかりやすい。 

再認…事物を記憶にとどめ再びそれにあったとき過去の記憶を思い出
すこと。熟知感と回想の段階に分けられ、⾼齢では前者が優位になる。 

 



ポジティヴィティバイアス…意思決定をするときに楽しい思いができ
る可能性を重視し、痛い⽬に遭う可能性を軽視する傾向。 
ネガティヴィティバイアス…痛い⽬に遭う可能性を重視し、楽しい思
いをする可能性を軽視する傾向。⾼齢者ではあまり検出されない。 

恐怖を抱いた時の⾏動を制御する扁桃体について、ネガティ
ヴな感情表現について⾼齢者では活動が低下していた。 
→危機に直⾯した際に気付きにくい? 

アイオワギャンブル課題…表に数字、裏に正負が書いてあるカードの
⼭を、低リスク低リターンのものと⾼リスク⾼リターンのものに分け
⼆つ作る。被験者にはこの中からカードを引いてもらい、書いてある数
字だけ初期資⾦から増減する。これを繰り返す。前頭前野に障害を抱え
ているものは⾼リスク⾼リターンを繰り返すことが知られている。 
 ⾼齢者にやってもらった。 

結果:前頭前野に障害のある⼈と同じ⾏動をする⼈と
健常者のように⾏為する⼈が現れた。 
→前者は実際に前頭葉の萎縮が起きているのでは? 

実験.前頭葉萎縮が疑われる⾼齢者群と健常⾼齢者群と若年者
群を作り、適正な広告と疑わしい広告を⾒てもらう。 

結果:前頭葉萎縮が疑われる⾼齢者群は内容理解に劣
り、いかがわしさの認識に失敗、購買意欲まで持った。 
→前頭葉の機能萎縮が疑われる⾼齢者は虚偽誇張の
含まれる広告に騙されやすい。 


